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橋脚締切工

締切工は、総延長１４２ｍで、８ｍ～１８ｍの鋼矢板Ⅳ型
を３７３枚打設しました。
施工は、硬質地盤クリア工法（クラッシュパイラー）にて

行いました。

L=8.00mL=8.00m



課 題

①鋼矢板打設時の吊り込みは、ワイヤーを胴巻きにしてブルマン
等で滑り防止をするが、ブルマンがはずれワイヤーが抜けるなど
の恐れがあり、安全性に懸念があった。また、鋼矢板建て込み後
において、即座に玉外しをすることが出来ず、クレーンをフリーに
出来ないなど施工性が悪かった。



課 題

②地上にて、束にした鋼矢板から使用する１枚だけ引き上げる際、
クレーンによる振り回し幅も大きくなり、安全性に懸念があった。
また、鋼矢板上を滑らせることになるが、その際、騒音や鉄錆粉の
飛散が懸念された。



改善提案
鋼矢板の吊り上げ治具としてラジコンホルダーを、また、地上

にて鋼矢板を起こす際にはパイルローラーを使用した。
ラジコンホルダーは鋼矢板にセット後、ラジコン送信機により

締め込む。ラジコンホルダーは吊り荷重２００kg以上でピンが絶
対に開かない構造になっている。また解放時のラジコン送信機
操作は２ボタンを同時に押す構造となっており、誤操作を防ぐ
システムとなっている。
パイルローラーは鋼矢板の吊上げ時に簡単に設置出来、ラ

ジコンホルダーとともに、全鋼矢板に使用した。



改善提案

ラジコンホルダー

ピンの開閉確認は安全ランプにより表示 ２ボタン同時押しによる誤動作防止機構



改善提案

パイルローラー

鋼矢板を吊り上げる
際、ローラーにより
鋼矢板同士の摩擦
がなくなるため、ス
ムーズな吊り作業が
実現出来る。

パイルローラーが回
転軸となってクレーン
作業範囲が最小とな
り、安全性が向上す
る。設置も、簡単であ
る。



改善による効果

ラジコンホルダーは操作がすべて手元で出来、吊り
込み後すぐに治具を解放できるなど作業効率向上に
寄与した。また誤動作は全くなく、信頼性も高いもの
であった。
パイルローラーはクレーンを振り回す必要も無く、作

業半径を最小にすることで、安全に作業することが出
来た。また、吊上作業が非常にスムーズになり、騒音、
鉄錆粉の飛散も非常に少なく抑えられた。
また、本橋施工条件にはなかったが、施工箇所が

狭い場所や上空近接物の存在する箇所においても
非常に効果が高いと考える。


